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岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、平成２３年 ３月２５日岡山市くらしやすい福祉のまち

づくり設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                      

事 業 名 

（整備概要） 
中区福祉事務所進入路整備工事の点字ブロック整備について 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

○東岡山方面からバス利用の場合、（乗換な

しでは）朝日高校前バス停までしか行けない。

そこから長い距離を歩くことも考えられる

が、どの辺りまで点字ブロックを整備するの

か。 

 

○既存の点字ブロックが壊れている個所が多

い。壊れている点字ブロックは、道路を整備

するときに直してもらえるのか。 

 点字ブロックの大きさは、JIS規格の点字ブ

ロックを使用すると書かれているが、これま

で様々な大きさのブロックが設置されてき

た。今回はどのような大きさのブロックを使

用するのか。 

また、既存ブロックがJIS規格品ではない場

合は、JIS規格品と混在するのか、それともす

べてJIS規格品でやり替えるのか。 

 

 

 

○既に門田屋敷交差点まで、点字ブロックは

連続して敷設されております。次に協議いた

だく点字ブロック整備工事により、（指摘の）

全区間を通して連続することとなります。 

 

 

○点字ブロックの大きさについては岡山県

の福祉のまちづくり条例に従い計画を行い

ます。新設部分についてはJIS規格品を使用

します。 

本交差点については溜まりの部分を部分

的にやり替える予定にしており、ある程度ま

とめてJIS規格にやり替えますが、壊れてい

ない部分まですべてJIS規格にやり替えるこ

とは考えておりません。できる限り混在しな

いよう配慮したいと思います。 

 

 

 

 



○ＪIS規格が制定されるまで様々な製品が使

用されていた。今後、岡山市で設置するもの

はJIS規格で統一されるのか。 

 

 

 

 

○東側歩道の点字ブロックについて、２段階

で折れた形になっている。折れ部においては

杖や足でブロックの方向を探すのが大変なた

め、真っ直ぐにすることはできないか。自転

車が多いと杖が当たる等の不安が大きいた

め、自転車が多いところほど直線の点字ブロ

ックで足下を確認しながら短い距離を移動し

たい。 

 

○点字ブロックや車いすに必要な幅を考える

と、ここは歩道の幅がぎりぎりだと思う。自

転車が歩道を通ってはいけないならば、車道

を通るべきだと思うが、そのあたりはどう考

えているのか。 

 

○道路西側のバス停への点字ブロックによる

アプローチは計画していないのか。 

 

○交差点北西詰のアプローチの形状につい

て、方向がわかりづらいですが、どのように

考えているのか。 

 

 

○歩道とブロックの高さが同じであれば、足

でブロックを認識することができない。高す

ぎると躓く可能性もあるので、最低限歩道よ

り高く設置していただくようお願いする。 

 

○東側の網浜バス停から降りて福祉事務所に

向かう場合、進入路を横断するが、交通量が

多いことから車も強引に入ってくるのではな

いかと思う。この部分の安全性についてはど

のように考えているのか。 

 

○道路の新設や拡幅につきましてはJIS規格

で統一しておりますが、補修等については、

個々の状況に応じて、大きいスパンで変更で

きればJIS規格を、１個２個の限られたもの

であれば既存にあうような製品で補修して

いくように考えております。 

 

○近隣に高校や中学校もあり自転車の交通

量も多く、歩道が狭いこともあって、なるべ

く建物側となるよう点字ブロックのライン

を考えましたが、折れが少ない方が優先され

るのであれば、真っ直ぐ計画したいと思いま

す。 

 

 

 

○この歩道は自転車通行可です。車の交通量

が多く、自転車が車道を走るのは危険です。

歩道が狭いというご指摘はごもっともです

が、すぐに歩道を拡げるということは困難で

す。 

 

○設置したいと思います。 

 

 

○資料では1つの島のような絵になっており

ますが、警察協議でも指摘されており、歩道

を拡幅し、２方向に島を分離させる方向で検

討し直します。 

 

○できる限り配慮したいと思います。 

 

 

 

 

○道路面に出入口の表示をすることにより、

スペースを空けて車を停めてもらい、右折車

が入りやすいように配慮はしております。進

入部分については当然歩道ですので、車も歩

行者も注意していただきたいと思います。 

 



○点字ブロックと歩道がきれいになっても、

歩道がうねってることがよくあるが、舗装の

やり直しについてはどのように考えているの

か。点字ブロックをきれいにするだけでなく、

できるだけ歩道を平坦にしてもらいたい。 

 

○駐車場について障害者用のスペースは設置

されるのか。 

 

○ほっとパーキング岡山普及のための表示を

してもらいたい。 

 

○舗装のうねりについては、施工時にできる

だけそういうことがないよう注意したいと

思います。 

 

 

 

○福祉事務所入口に近い場所に２台、プール

入口に２台を計画しております。 

 

○県が発行している表示を行うように計画

しております。 

 

 


